




























































































こと」の一つとして「誠実」が掲げられ，その「第 5 学年及び第 6 学年」に
おける概要として「誠実に，明るい心で生活すること」が記されている 4 ）。そ














































































































それとももっと具体的な「約束を守ること」にとどまるのか。例 5 と例 6 と
を比較するだけでも，さまざまな検討が可能になるだろう。
おわりに
　前節で述べたような観点から，教師は具体的な検討を通して「ねらい」を
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明確にし，自覚的な「ねらい」をもって授業に臨むべきである。それによっ
て「手品師」であれば，「手品師」において誠実とは何か，手品師は誠実なの
か，誠実とは何か，「手品師」の主題は「誠実」なのかというように，教材研
究が深まることになる。そうした教材研究をするためにも，「ねらい」は明確
でなければならない。
　繰り返しになるが，「ねらい」は具体的で達成可能・評価可能でなければな
らない。「ねらい」を明確にすることによって，授業の展開や発問などの方向
性も定まり，評価も明確になる。「ねらい」の曖昧な授業は，授業ではないの
である。
※本稿は，2018年 2 月12日に桃山学院大学で行われた「桃山学院大学教育セミナー」
のシンポジウム「新しい道徳授業をつくるために」における発表内容を基にし
たものである。
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道徳科授業の「ねらい」
